2016年4月9日～11日　日本共産党第5回中央委員会総会、野党共闘など
衆院選の野党共闘急ぐ＝参院比例９議席目指す－志位共産委員長
　共産党の志位和夫委員長は１０日、党本部で開いた第５回中央委員会総会で、「安倍晋三首相が早期の衆院解散・総選挙を行ったとしても、攻勢的な対応ができるよう衆院小選挙区での選挙協力態勢を構築することが急務だ」と述べ、夏の衆参同日選をにらみ衆院選の野党共闘態勢づくりを急ぐ考えを強調した。
　参院選の目標に関しては、比例代表で８５０万票以上の獲得を掲げ、「８議席を絶対に確保し、９議席に挑戦する」と表明。また、改選数２以上の１３選挙区全てで当選を目指す方針を示した。同党の比例獲得数は１９９８年参院選の８議席が最多で、２０１３年の前回参院選は比例５議席、選挙区３議席だった。　
　衆院選の共闘をめぐっては、野党第１党の民進党が慎重姿勢を崩していない。しかし、志位氏は「本格的に具体化が図られれば多くの小選挙区で与野党が逆転し、情勢の大激変が生まれることは明らかだ」と指摘し、早期に民進党と候補者調整に入りたいとの意向を明らかにした。
　また、志位氏は「本気で安倍政権を打倒しようとするなら、それに代わる政権構想を野党が責任をもって示すことが必要だ」と述べ、安全保障関連法廃止などを共通項とした「国民連合政府」構想を引き続き掲げていく考えを示した。（時事通信2016/04/10-15:54）
共産委員長、参院選「全１人区で野党共闘」 
日経新聞2016/4/10 12:06
　共産党の志位和夫委員長は10日午前、党本部で開いた党中央委員会総会で、７月の参院選について「全国32の１人区全てで野党共闘を実現し、全てで自公に打ち勝つために全力を尽くす」と述べた。「定数２～６の複数区の全てで議席獲得を図る」とも語った。党として選挙戦の軸に据える比例代表では「８議席を絶対に確保し、９議席に挑戦する」と強調した。
　民進党など他の野党との参院選１人区の候補者一本化については「現在までのところ12選挙区で野党統一候補が実現している」と報告。これとは別に十数選挙区で協議が進められていると説明した。共産党は一本化のため、１人区の大半で独自候補を取り下げる方向を打ち出している。
　比例代表では広く一般に「共産党」という党名での投票を呼びかけるとした。全国で850万票以上、得票率15％という目標も改めて示した。
　選挙権年齢の18歳以上への引き下げも意識し、若者向けのパンフレットを近く発表する予定だと明らかにした。宣伝活動を巡っては「ネットやＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）での発信をこれまで以上に重視する」と述べた。
志位委員長「参院選で安倍政権打倒」　衆院選協力「急務だ」　共産党が５中総
産経新聞 4月10日(日)14時15分配信 
　共産党は１０日、東京・代々木の党本部で第５回中央委員会総会（５中総）を開いた。志位和夫委員長は冒頭の幹部会報告で、夏の参院選について「戦後政治史の中で初めて野党と市民が力をあわせた歴史的な選挙となる。安倍晋三政権を倒し、新しい政治への道を開こう」と述べ、野党共闘による政権打倒に重ねて意欲を示した。５中総は１１日まで開かれる。
　志位氏は、２月に野党党首が国政選挙の協力に合意したことを報告し、参院選の１人区で「野党統一候補」が１２選挙区で実現したと紹介した。他にも「十数選挙区で野党統一候補のための協議が進んでいる」とした。
　比例代表については従来の「８５０万票以上、８議席以上」の目標について、市田忠義副委員長が引退を撤回して「９人目の比例候補」として出馬することを念頭に「８議席を絶対に確保し、９議席に挑戦する」と微修正した。
　志位氏は次期衆院選の野党共闘についても「選挙協力を推進する」と明言。衆参同日選を「邪道だ」と批判しつつ、「衆院小選挙区での選挙協力体制を構築することは急務だ」と主張した。衆院選の協力に関する協議に否定的な民進党に対しては「協議に入ることを重ねて強く呼び掛ける」と訴えた。
　総会は安全保障関連法が成立した昨年９月１９日に同法廃止のための野党連立政権「国民連合政府」構想の提唱を決定した４中総以来の開催となった。共産党は２月の野党党首会談で、民主党（当時）が難色を示していた国民連合政府構想を「横に置く」と方針を転換。これを踏まえ各野党は国政選挙の協力に合意した。
　だが、志位氏は５中総で、「本気で安倍政権打倒を目指すなら、打倒後にどういう政権をつくるのかという責任ある回答が求められる」と説明。その上で「国民連合政府こそが安倍政権に代わる現実的、合理的な政権構想だと確信する。野党連立政権を樹立するまで共闘を発展させなければならない」と述べ、引き続き構想の実現に意欲を示した。
共産・志位委員長 衆院選で候補者調整行えば与野党逆転
NHK4月10日 14時45分
共産党の志位委員長は党の中央委員会総会で、次の衆議院選挙で野党間の候補者調整を行えば、「与野党が逆転する」と述べたうえで、調整が進まない場合は従来どおり、党の候補者を積極的に擁立していく考えを示し、民進党をけん制しました。
この中で、共産党の志位委員長は次の衆議院選挙について、「安倍総理大臣が早期の解散・総選挙を行ったとしても攻勢的な対応ができるよう、小選挙区での選挙協力態勢を構築することが急務だ。野党共闘が本格的に図られれば多くの小選挙区で与野党が逆転し、情勢の大激変が生まれることは明らかだ」と述べました。
　そのうえで、志位氏は「民進党は共闘の協議に入れないという態度だ。わが党は小選挙区での野党共闘を追求しつつ、候補者擁立を積極的に推進する」と述べ、民進党をけん制しました。
　また、志位氏は夏の参議院選挙に関連して、「比例代表で８５０万票以上を獲得して８議席を絶対に確保するとともに９議席目にも挑戦する」と述べました。
共産・志位委員長、衆議院選挙でも野党間の協力目指す考え
フジテレビ系（FNN） 4月10日(日)21時47分配信
衆議院選挙でも、野党間の選挙協力を目指す考えをあらためて示した。
共産党の志位委員長は「衆議院選挙、小選挙区での選挙協力を推進することであります。安倍首相が早期の解散総選挙を行ったとしても、攻勢的な対応ができるよう、衆議院小選挙区での選挙協力態勢を構築することは急務であります」と述べた。
　共産党の志位委員長は10日、党本部で開かれた中央委員会総会で、野党共闘による安倍政権の打倒を訴え、次の衆議院選挙での選挙協力に関する協議に否定的な民進党に対して、協議に応じるよう、あらためて呼びかけた。
　また、志位氏は、夏の参議院選挙に関し、「1人区の全てで野党共闘を実現し、全てで自公に打ち勝つために全力を尽くす」と強調した。
共産・志位氏「衆院小選挙区での選挙協力は急務」
TBS系（JNN） 4月10日(日)19時53分配信
　共産党の志位委員長は党の中央委員会の総会で、衆議院議員選挙での民進党など野党５党の共闘について、候補者調整を急ぐべきだという考えを改めて強調しました。
　「安倍首相が早期の解散総選挙を行ったとしても攻勢的な対応が出来るよう、衆院小選挙区での選挙協力態勢を構築することは急務であります」（共産党 志位和夫委員長）
　志位委員長はさらに、「野党共闘の本格的具体化が図られれば、多くの小選挙区で与野党が逆転し、情勢の大激変が生まれることは明らかだ」と強調した上で、民進党に対し、「衆院小選挙区の選挙協力の協議に入ることを重ねて強く呼びかける」と述べました。
　野党共闘をめぐっては、野党５党が参院選の１人区を中心に候補者調整を進めていますが、民進党は衆院選での共闘については政権選択選挙だということを理由に否定的です。（10日15:37）
菅長官、民進・共産の共闘を批判　民進党では「国を守れない」
フジテレビ系（FNN） 4月10日(日)21時50分配信
民進党と共産党の共闘を、菅官房長官が批判した。
菅官房長官は「共産党、党の綱領に、日米安保条約破棄です。自衛隊解散です。こうした政党が、民進党と一緒になって、今度は候補者を擁立しています。日米同盟を破棄して、自衛隊を解散して、国民の皆さんの安全を守ることができるでしょうか」と述べた。
　菅長官は10日、北海道・札幌市で演説し、北朝鮮による弾道ミサイル発射などに触れ、共産党と手を組み、安全保障関連法の廃止を主張する民進党では「国を守れない」と批判した。
民共協力をけん制＝北海道5区で演説―菅官房長官
時事通信 4月10日(日)17時55分配信 
　菅義偉官房長官は10日午後、衆院補選（12日告示、24日投開票）が行われる北海道5区の札幌市厚別区と江別市で街頭演説を行い、安全保障関連法廃止を訴えて同補選で共闘する民進、共産両党をけん制した。　
　菅氏は「共産党の綱領には日米安保条約破棄、自衛隊の解散がある。こうした政党と民進党が一緒になって候補者を擁立している」と指摘。北朝鮮による核実験やミサイル発射に触れ、「日本を取り巻く安全保障環境をとくと考えてほしい。国民の生命と平和な暮らしを守るのが政権の仕事だ」と強調した。　
産経新聞2016.4.10 16:25更新 
菅官房長官「日米安保破棄の共産党と民進党が国民の安全守れるのか」　衆院北海道５区補選応援で

　衆院北海道５区補欠選挙の応援で、街頭演説する菅官房長官＝１０日午後、北海道江別市
　菅義偉官房長官は１０日、札幌市内などで街頭演説し、民進党と共産党が統一候補擁立など共闘を進めていることに対し、「北朝鮮は今年に入り核実験を行った。弾道ミサイルを日本上空に発射し、短距離ミサイルを何発も何発も日本海へ打ち込んでいる」と指摘。その上で「共産党の綱領は日米安全保障条約の破棄、自衛隊解散だ。こうした政党が民進党といっしょになり、国民の安心安全を守ることができるのか」と野党側の動きを牽制（けんせい）した。「政権の仕事は国民の生命と平和な暮らしを守ることだ」とも強調した。
　年金積立金管理運用独立行政法人（ＧＰＩＦ）が昨年度の運用実績を７月の参院選後に公表することを野党側が「損失隠し」と批判していることに対し、菅氏は「今年１～３月期の損失を含めても、政権交代後、年金の運用益は３０数兆円増えた」と反論。「皆さんの大事な年金、将来の年金に大きく貢献していることも事実だ」と述べた。税収増や有効求人倍率の改善、訪日外国人観光客増加など実績に触れ、「政治は結果だ。これからも自信を持ってアベノミクスをしっかり進めていく」と語った。
　菅氏は１２日に告示される衆院北海道５区補欠選挙の応援のため北海道入りした。
菅官房長官「日米安保破棄の共産党と民進党が国民の安全守れるのか」
産経新聞 4月10日(日)16時34分配信 
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会見する菅義偉官房長官＝１日午前、首相官邸（斎藤良雄撮影）（写真：産経新聞） 
　菅義偉官房長官は１０日、札幌市内などで街頭演説し、民進党と共産党が統一候補擁立など共闘を進めていることに対し、「北朝鮮は今年に入り核実験を行った。弾道ミサイルを日本上空に発射し、短距離ミサイルを何発も何発も日本海へ打ち込んでいる」と指摘。その上で「共産党の綱領は日米安全保障条約の破棄、自衛隊解散だ。こうした政党が民進党といっしょになり、国民の安心安全を守ることができるのか」と野党側の動きを牽制（けんせい）した。「政権の仕事は国民の生命と平和な暮らしを守ることだ」とも強調した。
　年金積立金管理運用独立行政法人（ＧＰＩＦ）が昨年度の運用実績を７月の参院選後に公表することを野党側が「損失隠し」と批判していることに対し、菅氏は「今年１～３月期の損失を含めても、政権交代後、年金の運用益は３０数兆円増えた」と反論。「皆さんの大事な年金、将来の年金に大きく貢献していることも事実だ」と述べた。税収増や有効求人倍率の改善、訪日外国人観光客増加など実績に触れ、「政治は結果だ。これからも自信を持ってアベノミクスをしっかり進めていく」と語った。
　菅氏は１２日に告示される衆院北海道５区補欠選挙の応援のため北海道入りした。
自民幹事長 参院選での民進と共産の候補者調整を批判
NHK4月10日 20時13分
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自民党の谷垣幹事長は仙台市で講演し、夏の参議院選挙で、民進党が定員が１人の１人区で共産党と候補者調整を進めていることについて、「全く意味不明で、あまりにも視野が狭い」と批判し、与党側の勝利に向けて全力を挙げる姿勢を強調しました。
この中で、谷垣幹事長は参議院選挙に関連して、「岡田代表がなんとか安倍総理大臣に一矢報いたいというだけならば、共産党と組むのは意味があるかもしれないが、どっちの方向に進むのか全く意味不明だ」と述べました。
　そのうえで、谷垣氏は「長い目で見て、自民党と対抗して日本の政治を建設的なところに持って行こうという議論にしては、あまりにも視野が狭いと忠告したい」と述べ、批判しました。
　そして、谷垣氏は「参議院選挙は中間テストみたいなかたちで、『ちょっと感じが悪い』とか『緩んでいる』となると、すぐに票が動く難しい選挙だ。自民党が勝ち抜くためには、謙虚になって、もう一度原点に戻って戦うことが必要だ」と述べました。
解散めぐり民進けん制＝高村自民副総裁
　自民党の高村正彦副総裁は１０日のフジテレビの番組で、安倍晋三首相が来年４月の消費税率引き上げを先送りして衆院解散・総選挙を実施するとの見方があることに関し、「民進党の岡田克也代表が『消費税（増税）を延ばせば内閣総辞職だ』と言っているので、それでは国民に聞いてみようとなるかもしれない。あちらが挑戦的だから」と述べ、民進党をけん制した。
　民進党の江田憲司代表代行は同じ番組で、今国会会期末の安倍内閣不信任決議案提出を「検討する」と表明。これに対し、高村氏は「淡々と否決するのか、そこで（衆院）選挙をやるのかは首相が考えることだ」と語った。（時事通信2016/04/10-10:22）
衆院ダブル補選、12日に告示　北海道5区、京都3区

共同通信2016/4/10 18:38

　夏の参院選の前哨戦となる衆院北海道5区、京都3区の補欠選挙は12日告示を迎える。与野党対決で接戦が予想される北海道5区には10日、与党候補応援のために菅義偉官房長官が入り街頭演説。一方の野党側は安全保障関連法などに反対する大規模集会を開催した。

　北海道5区では、自民党が公認、公明党などが推薦する和田義明氏（44）を支援するため菅官房長官が札幌市厚別区と北海道江別市で演説。

　一方、千歳市で開かれた民進党や共産党などが推薦する野党統一候補で無所属新人の池田真紀氏（43）の集会には、若者グループ「SEALDs（シールズ）」の奥田愛基さん（23）が参加した。

衆院道５区補選　両陣営「厳しい戦い」　告示直前の週末、総力戦
共同通信04/10 07:00
　２４日投開票の衆院道５区（札幌市厚別区、石狩管内）補欠選挙は、１２日の告示直前の週末を迎えた。自民党公認で公明党や新党大地などが推薦する和田義明氏（４４）、無所属で民進党、共産党などが推薦する池田真紀氏（４３）の両陣営はともに「厳しい戦い」を強調し、国会議員や支援団体がフル回転する総力戦となっている。
　「駅前で手を差し出すと、たまに払われたり、自民党は嫌いだと言われる。厳しい戦いだ」。９日、和田氏は恵庭市内での女性向けの集会でこう語った。
　自民党は情勢を「一進一退」（幹部）と分析。義父の故町村信孝前衆院議長の後継であることが広まっていないとの懸念があり、「元商社マンの経歴へのエリート批判もある」（道連幹部）。集会では地元道議が自民党国会議員の不祥事や失言を踏まえ「後ろからタマが飛んでくる」と訴えた。
　陣営は町村氏との写真を載せたチラシを新たに作成。和田氏は６日の会合で「エリートと言われるが、インドで砂ぼこりをかぶりながら仕事をしてきた」と反論した。１０日には菅義偉官房長官が厚別区や江別市で街頭演説し、今後も安倍晋三首相や小泉進次郎衆院議員の応援を予定。政権与党の強みを最大限生かしたい考えだ。
　池田氏陣営にも「相手の背中に手がかかった」（民進党幹部）として接戦との見方が広がっている。池田氏は９日の江別市内での街頭演説で「政治に参加したことがない人たちが声を上げ始めた」と強調した。
　今後はさらに無党派層へのアピールを強める。市民団体を前に出し、推薦を出す民進、共産、社民、生活の４党は、国会議員が個別に応援に入るなど「裏方」として支える戦術だ。
　不安要素もある。政党公認であれば告示後に選挙カーを２台使えるが、野党共闘の実現のため無所属となった池田氏は１台に限られ、法定ビラや選挙はがきの枚数なども少ない。
　陣営は告示前が勝負とみて、１０日に千歳市で、ジャーナリストの鳥越俊太郎氏、若者グループＳＥＡＬＤｓ（シールズ）の奥田愛基（あき）氏らを招いた３５００人規模の集会を開き、勢いを印象付けたい考えだ。（報道センター　佐藤陽介、仁科裕章）
野党共闘、試行錯誤も＝政権「接戦」に危機感－衆院2補選12日告示〔深層探訪〕
時事通信 4月9日(土)8時28分配信 
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衆院北海道５区補選に自民党公認で出馬する和田義明氏（左から２人目）。左は高橋はるみ北海道知事＝３月２９日、札幌市厚別区 
　衆院北海道5区と京都3区の両補欠選挙（24日投開票）の告示が12日に迫った。自民公認候補が無所属の野党統一候補とぶつかる北海道5区補選は夏の参院選の事実上の前哨戦。衆参同日選が取り沙汰される中、結果は安倍晋三首相の解散戦略にも影響しそうだ。自民が不戦敗となる京都3区では、野党同士が議席を争う。

　◇安保法問う「自衛隊の町」－北海道5区
　「国民の命と暮らしをいかに守るかという大事な法制だ」「日本の平和が崩れて戦争に向かう道だ」。4日夜、札幌市での公開討論会。集団的自衛権行使を容認した安全保障関連法をめぐり、自民公認の和田義明氏が必要性を訴えたのに対し、民進、共産、社民、生活の野党4党が推薦する池田真紀氏は廃止を求め、火花を散らした。
　北海道5区の千歳市や恵庭市は複数の自衛隊基地を抱え、両市の人口の2～3割が隊員や家族など自衛隊関係者とされる。従来「隊員票」は政権寄りとみられていたが、池田氏は駐屯地前でも安保法廃止を訴え、不安を抱える「家族票」の取り込みを図る。
　民進、共産の連携は、参院選の1人区での野党共闘の試金石となるが、試行錯誤も多い。日程や選挙情勢など基本的な情報は共有するものの、選挙活動は原則別々だ。共産側は野党党首が勢ぞろいした街頭演説に意欲を示すが、民進側は否定的。民進関係者は「共産党が表に出ることで逃げる票もある」と語る。
　一方、和田氏の陣営では、自民幹部らが連日駆け付け、組織を引き締める。6日は茂木敏充選対委員長が札幌市の選対会議に出席し、「さらにギアをチェンジして頑張っていきたい。支持固めが最大の課題の一つだ」と激励。稲田朋美政調会長は3月31日の恵庭市での集会で「自衛隊を廃止しろと言っている共産党と一緒になって、どうやって国を守るのか」と野党批判を強めた。党の世論調査では「接戦」となっており、政権側の危機感ものぞく。
　町村信孝前衆院議長の死去に伴う同補選は、娘婿の和田氏にとっては「弔い合戦」。演説では信孝氏や、その父の町村金五・元北海道知事の名前を頻繁に使い、浸透に懸命だ。

　◇行き場失う自民票－京都3区
　「アベノミクスという名前がいくら格好良くても、皆さんの生活費が少なくなっているなら、改善していかなければならない」。京都3区補選に民進公認で立つ泉健太氏は3日、長岡京市の事務所でマイクを握り、政権を批判した。
　同補選で泉氏陣営は、社民党の推薦を受ける方向だ。一方、民進の地元組織には共産への抵抗感が強く、旧民主党府連は3月の大会で「いずれの選挙でも共産党とは共闘しない」と明記した活動方針を採択。共産とは選挙協力しない姿勢を鮮明にした。
　これに対し、共産には独自候補の擁立論も出たが、相手陣営から「京都で争って北海道で共闘するのは野合」と攻撃されるのを避けるため、自主投票を決めた。共産側には「共闘をかたくなに拒否する態度は大変残念」（志位和夫委員長）と民進側への不満がくすぶる。
　同補選は、宮崎謙介前衆院議員（自民を離党）の不倫騒動による辞職に起因しており、候補擁立を断念した自民票の行方も焦点だ。おおさか維新の会が3月26日に大阪市内で開いた党大会。新人候補の森夏枝氏は「夏の参院選に弾みがつくよう、必ず勝ち抜く」と宣言した。
　おおさか維新は、松井一郎代表が首相官邸とのパイプを保ち、中央レベルでは政権との関係が良好。党内には「考え方を照らし合わせれば、（有権者が）どちらに投票するかははっきりする」（馬場伸幸幹事長）と自民票への期待感がある。ただ、森氏が地元と縁の薄い「落下傘候補」（関係者）であることに加え、「大阪都」構想をめぐる自民との対立が尾を引いており、自民票の受け皿となれるかは未知数だ。
　日本のこころを大切にする党から出馬する新人の小野由紀子氏も自民票取り込みを意識。3月の出馬会見では「自民党が候補を擁立しないというニュースを見て、有権者の選択肢がなくなると危機感を持ったのが出馬の理由」と説明した。
　
◇衆院補選の立候補予定者
　【北海道5区】＝札幌市厚別区、千歳市など
　和田義明　　44　元議員秘書　自　新
　池田真紀　　43　社会福祉士　無　新
　【京都3区】＝京都市伏見区、長岡京市など
　泉健太　　　41　元政務官　　民　現
　森夏枝　　　34　元党職員　　お　新
　小野由紀子　37　元派遣社員　日　新
　大八木光子　31　党府副代表　諸　新
　郡昭浩　　　55　元塾講師　　無　新
　田淵正文　　57　医師　　　　無　新
（敬称略、衆院の党派勢力順、自は自民、民は民進、「お」はおおさか維新、日は日本のこころを大切にする党、諸は諸派、無は無所属）
衆院道５区補選　両陣営「厳しい戦い」　告示直前の週末、総力戦
北海道新聞04/10 07:00
　２４日投開票の衆院道５区（札幌市厚別区、石狩管内）補欠選挙は、１２日の告示直前の週末を迎えた。自民党公認で公明党や新党大地などが推薦する和田義明氏（４４）、無所属で民進党、共産党などが推薦する池田真紀氏（４３）の両陣営はともに「厳しい戦い」を強調し、国会議員や支援団体がフル回転する総力戦となっている。
　「駅前で手を差し出すと、たまに払われたり、自民党は嫌いだと言われる。厳しい戦いだ」。９日、和田氏は恵庭市内での女性向けの集会でこう語った。
　自民党は情勢を「一進一退」（幹部）と分析。義父の故町村信孝前衆院議長の後継であることが広まっていないとの懸念があり、「元商社マンの経歴へのエリート批判もある」（道連幹部）。集会では地元道議が自民党国会議員の不祥事や失言を踏まえ「後ろからタマが飛んでくる」と訴えた。
　陣営は町村氏との写真を載せたチラシを新たに作成。和田氏は６日の会合で「エリートと言われるが、インドで砂ぼこりをかぶりながら仕事をしてきた」と反論した。１０日には菅義偉官房長官が厚別区や江別市で街頭演説し、今後も安倍晋三首相や小泉進次郎衆院議員の応援を予定。政権与党の強みを最大限生かしたい考えだ。
　池田氏陣営にも「相手の背中に手がかかった」（民進党幹部）として接戦との見方が広がっている。池田氏は９日の江別市内での街頭演説で「政治に参加したことがない人たちが声を上げ始めた」と強調した。
　今後はさらに無党派層へのアピールを強める。市民団体を前に出し、推薦を出す民進、共産、社民、生活の４党は、国会議員が個別に応援に入るなど「裏方」として支える戦術だ。
　不安要素もある。政党公認であれば告示後に選挙カーを２台使えるが、野党共闘の実現のため無所属となった池田氏は１台に限られ、法定ビラや選挙はがきの枚数なども少ない。
　陣営は告示前が勝負とみて、１０日に千歳市で、ジャーナリストの鳥越俊太郎氏、若者グループＳＥＡＬＤｓ（シールズ）の奥田愛基（あき）氏らを招いた３５００人規模の集会を開き、勢いを印象付けたい考えだ。（報道センター　佐藤陽介、仁科裕章）
自共不在の３党対決構図　衆院京都３区補選１２日告示
京都新聞 4月9日(土)22時50分配信 
　自民党衆院議員だった宮崎謙介氏の辞職に伴う衆院京都３区補欠選挙（２４日投開票）は、１２日に告示される。民進党現職（衆院比例近畿）の泉健太氏（４１）＝社民党推薦＝、おおさか維新の会新人の森夏枝氏（３４）、日本のこころを大切にする党新人の小野由紀子氏（３７）＝新党改革推薦＝ら計６人が立候補を表明している。各政党は、同日程の衆院北海道５区補選とともに、夏の参院選に向けた前哨戦として位置づけている。
　京都３区補選は宮崎氏の不倫問題が発端の選挙で、政権与党の自民が「謹慎」のため不戦敗を決めた。共産党は安全保障関連法廃止に向けた民進など野党の「共闘」合意を踏まえて擁立を見送り、自主投票とした。京都政界で存在感の大きい自共がともに不在という異例の構図で争われる。
　泉氏は、安倍政権の経済政策アベノミクスを批判し、最低賃金の引き上げ、保育料軽減など子育て支援の充実を掲げる。連合京都が全面的に支援する。
　森氏は、国会議員の定数削減など「身を切る改革」を政策の柱に据える。党の本拠地・大阪から松井一郎代表や地方議員が連日応援に入っている。
　小野氏は、京都３区の伏見区出身という地縁をアピールする。祖父母の介護で職を辞した体験から「やさしい社会を地元から」と訴える。
　幸福実現党の大八木光子氏（３１）、無所属の郡昭浩氏（５５）、無所属の田淵正文氏（５７）の３新人も立候補を予定している。
松井知事・河村市長、並んで京都の街頭に　衆院補選訴え
朝日新聞デジタル2016年4月10日19時36分

衆院京都３区補選に向け、おおさか維新への支援を並んで訴える松井一郎大阪府知事（左）と河村たかし名古屋市長（右）＝１０日、京都市内
　夏の参院選の前哨戦となる衆院京都３区補選での支援を訴え、おおさか維新の会代表の松井一郎・大阪府知事と、地域政党・減税日本代表の河村たかし名古屋市長が１０日、京都市で並んで街頭に立った。大阪と名古屋の間の京都で、２人の首長が寄り添う事情は――。
　そろい踏みをしたのは、おおさか維新の立候補予定者の街頭演説の場だ。松井氏は「大阪の改革、河村さんの名古屋の改革を京都にも全国にも広げたい」とアピール。松井氏に京都入りを頼まれたという河村氏も、「おおさか維新と減税日本は兄弟。ぜひ応援を」と呼びかけた。
　おおさか維新は東海地方に国会議員がゼロ。勢力を伸ばそうと愛知県総支部の設立準備を進め、参院選愛知選挙区（改選数４）では減税日本と協力して擁立を探る。関係者によると、松井氏は河村氏と連絡を取り合い、今年に入って会談もしているという。
　松井氏はこの日の演説で、河村氏の公約をふまえ８００万円に半減されていた名古屋市議報酬が、自民、民主、公明３会派の提案で今月から１４５５万円に増やされたことを批判。「納税者が納得できる政治を」と訴えた。河村氏は「ありがとう。減税が言っていることとだいたい同じですわ」と上機嫌だった。
京都にも安保法反対市民連合　政治参加促す
京都新聞 4月9日(土)22時40分配信 
　「安保関連法に反対するママの会＠京都」などは９日、京都市左京区で会合を開き、政治参加を促す「市民連合＠京都」を設立する方針を決めた。近く記者会見で正式に表明する。市民連合は夏の参院選などで安全保障関連法反対の候補者を支援するため、全国と関西の組織がすでに設立されたが、京都の各種選挙では特定候補の支援は行わない方針。
　会合は、ママの会のほか、「安全保障関連法に反対する学者の会」と「自由と平和のための京大有志の会」が呼び掛けて開いた。賛同者に公開し、市民らが参加したが、「市民が萎縮して発言しにくくなる」との理由で報道機関に対しては非公開で行われた。
　全国版の市民連合は昨年１２月に若者グループ「ＳＥＡＬＤｓ（シールズ）」などが設立し、京都３区と同日程（１２日告示、２４日投開票）で行われる衆院北海道５区補欠選挙で、野党統一候補の推薦を決めた。関西市民連合は今年３月に発足し、安保関連法反対候補の支援を掲げている。
　京都では、民進党が共産党との連携を否定し、野党共闘は実現できていない。市民連合＠京都は「候補者個人の応援、推薦は困難」と判断し、選挙では投票の呼び掛けを行うほか、各候補者に公開質問状を送り、主張を有権者に周知していく考え。今後、賛同する団体や個人を広く募る。
＜参院選＞野党共闘既に3県・東北
河北新報 4月10日(日)12時12分配信 
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【図解】参院選　東北6県の主な対決構図
　7月10日投開票が有力視される参院選まで3カ月となった。東北6選挙区の改選6議席に対して9日現在、21人が立候補する見通し。自民党は全選挙区に公認候補を立てる。民進、共産、社民各党による野党統一候補の擁立は青森、宮城、山形で合意。岩手、秋田、福島でも共闘実現に向けた協議が進む。衆参同日選の可能性も取り沙汰され、与野党の駆け引きが熱を帯びてきた。

◎青森
　4選を狙う自民現職の山崎力氏（68）に、民進新人で元衆院議員の田名部匡代氏（46）が共産の支援、社民の推薦を受け、野党統一候補として挑む。
　山崎氏は公明が推薦を決定し、三村申吾知事も応援を表明。自民による県内の国政議席の独占維持を狙う。田名部氏は旧維新を含む野党票結集を目指し、連合青森の支援も得て議席奪取を図る。幸福実現は新人の三国佑貴氏（30）。
◎岩手
　生活現職の主浜了氏（66）が3選を目指し立候補するとみられる。共産は党県常任委員の新人吉田恭子氏（35）を立てるが、主浜氏が正式表明すれば取り下げる。野党統一候補として民進、社民も支援する方針。
　自民は2013年の参院選に続き、元慶大ラグビー部監督の新人田中真一氏（49）を擁立する。岩手で24年ぶりとなる参院議席の獲得を狙う。幸福実現は新人の石川幹子氏（50）。
◎宮城
　改選数が2から1に減り、自民の熊谷大氏（41）と民進の桜井充氏（59）の両現職が、議席死守を懸けた戦いを繰り広げる。
　熊谷氏は、党県連に地方議員ら80人態勢の選対本部を組織。公明、日本のこころの推薦を受け、再選に挑む。桜井氏は共産、社民の推薦を取り付け、野党共闘で4選を狙う。安保関連法反対の市民団体とも連携する。幸福実現は新人の油井哲史氏（36）。
◎秋田
　再選を期す自民現職の石井浩郎氏（51）に対し、民進、共産、社民が野党統一候補の擁立を模索。民進元議員の松浦大悟氏（46）を軸に、共産新人の藤本友里氏（36）との調整が進む。
　石井氏は集会や催しに積極的に顔を出し、支持を固める。野党統一候補の実現を巡っては、市民団体「あきた立憲ネット」も協議に加わり、今月中にも決定する見通しだ。幸福実現は新人の西野晃氏（39）。
◎山形
　自民現職の岸宏一氏（75）が今期で引退。自民新人の元全農県本部副本部長月野薫氏（60）と、無所属で立候補する元議員舟山康江氏（49）による事実上の一騎打ちとなる見通し。
　公明は月野氏、民進と社民は舟山氏の推薦をそれぞれ決定した。共産は公認候補の擁立を取り下げ、野党統一候補として舟山氏の支援に回る方向で調整している。幸福実現は新人の城取良太氏（38）。
◎福島
　改選数が2から1に減る。4選を目指す自民の岩城光英氏（66）と、3選を狙う民進の増子輝彦氏（68）の両現職が生き残りを懸けて激突する。
　2010年は約2700票差で増子氏が競り勝った。今回、岩城氏は公明、増子氏は社民の推薦を受ける。共産は党県委員の新人熊谷智氏（36）を擁立するが、野党共闘で取り下げも視野に入れる。幸福実現は新人の矢内筆勝氏（54）。
ＴＰＰ議案の審議日程決まらず 与野党の攻防激化
NHK4月11日 4時42分
国会は、ＴＰＰ＝環太平洋パートナーシップ協定の承認を求める議案を審議する衆議院の特別委員会で、西川委員長の議事運営を巡って与野党が対立し、次の審議日程が決まっていません。甘利前経済再生担当大臣の問題でも、民進党は検察の強制捜査を受けて甘利氏の証人喚問などを迫る方針で、与野党の攻防が激しくなっています。
ＴＰＰの承認を求める議案を審議する衆議院の特別委員会は、先週、西川委員長が出版を予定していたＴＰＰ交渉に関する著書を巡り、民進党が委員会を途中で退席し、審議が中断しました。その後、西川委員長の判断で再開されたことに民進党などは強く反発し、西川氏の委員会運営が改善しないかぎりは今後の審議に応じられないとしていて、次の日程が決まっていません。
　さらに、ＴＰＰ交渉に当たった自民党の甘利前経済再生担当大臣の事務所がＵＲ＝都市再生機構と補償交渉をしていた建設会社から現金を受け取っていた問題でも、民進党は、東京地検特捜部が先週、強制捜査に乗り出したことを受けて、甘利氏の証人喚問や参考人招致を与党側に迫っていく方針です。
　これに対し、与党側は、今の国会でＴＰＰへの承認を得るため早期に審議を再開したいとして、民進党に幹事長や国会対策委員長による会談を呼びかけることも視野に入れて、調整を急ぐことにしています。
　与党側は、与野党が対決する構図となる衆議院北海道５区の補欠選挙が１２日に告示されることや、夏の参議院選挙も踏まえ、政府に対し、協定の内容などを丁寧に説明するよう求め、農業関係者などの不安を払拭（ふっしょく）したいとしていて、与野党の攻防が激しくなっています。
ＴＰＰ衆院特別委の運営巡り与野党が議論
NHK4月10日 11時42分
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ＮＨＫの番組「日曜討論」で、ＴＰＰ＝環太平洋パートナーシップ協定の承認を求める議案を審議する衆議院の特別委員会の今後の運営に関連して、自民党が協定は日本経済にプラスになるなどとして民進党などに質疑を再開するよう求めたのに対し、民進党は交渉過程に関する政府の情報公開が不十分で今のままでは応じられないと主張しました。
自民党の小野寺政務調査会長代理は「今回、いろいろなことを黒塗りで出しているが、条約の交渉過程はＴＰＰ以外のどんなほかの条約でも外に出していない。例えば、農業政策や全体として日本の経済にどういうプラスになるのかとか、協定の中身の議論の前に、その交渉過程の話で審議が止まったことは大変残念だ。与党として、これからも丁寧に対応しながら少しでも審議が前に進むように努力していくことが大切だ」と述べました。
　公明党の上田政務調査会長代理は「ＴＰＰはわが国経済にとって、大きなチャンスを提供すると同時にさまざまな影響を受ける農林水産業、食の安全、社会保障の分野への懸念もある。その意義や効果、いろいろ懸念されていることや不安になっていることを払拭（ふっしょく）する審議をしていきたい」と述べました。
　民進党の山尾政務調査会長は「協定の中身と結果がお粗末だからこそ交渉の経過を議論したいと主張している。私たちは中身の議論をしたいし、準備もできているので適切な情報公開をして、議論ができる土俵を作っていただきたいし、それは政権与党の責任だ。交渉経過が真っ黒のままで、誠実に議論をスタートさせることは難しい」と述べました。
　共産党の小池政策委員長は、「国会と国民にまともに情報を公開できないような協定は国会で審議する土台はなく、撤回するしかない。甘利前経済再生担当大臣は国会に出てきて、疑惑やＴＰＰの交渉過程について、きちっと答える責任がある」と述べました。
　おおさか維新の会の浅田政務調査会長は「協定を批准するかどうかという、いちばん重要な議論を横に置いて、経過を明らかにせよというのは本末転倒だ。自由貿易圏の拡大は絶対に必要で得るべきものは非常に多いので、そうした議論をまず行うべきだ」と述べました。
　社民党の吉川政策審議会長は「黒塗りの資料が出てきて、交渉で何が議論されたのかが全く分からない。実際に交渉に従事した人たちが国会にいないことは非常に大きな問題で、秘密で明らかにできないという議論ではとても承認できない」と述べました。
「手の内さらせない」「真っ黒な資料ではムリ！」　与野党、ＴＰＰの情報開示で平行線　審議再開のメド立たず
産経新聞 4月10日(日)13時35分配信 
　与野党の政策担当者は１０日のＮＨＫ番組で、環太平洋戦略的経済連携協定（ＴＰＰ）の承認案をめぐる国会審議について議論した。衆院特別委員会では交渉経過に関する情報を政府が開示しないことに野党が反発し、審議が中断している。与党が「建設的な議論を」と再開を求めたのに対し、野党は情報が開示されなければ応じない考えを示して平行線をたどった。
　自民党の小野寺五典政調会長代理は「条約の交渉過程を出すことは、手の内をさらすことになるからできない。民主党政権のときも同じで、政府方針は一貫している」と強調した。
　金銭問題で辞任した甘利明前ＴＰＰ担当相ら交渉当事者が国会審議に出ていない影響を問われると、「個人プレーではなく、政府で共通の価値観を持って交渉している」と説明。野党に対し「ＴＰＰに賛成か、反対かを言いたくないから審議させないという戦略ではないと信じたいが、そうであれば残念だ」と皮肉を交えて述べた。
　衆院特別委の理事を務める公明党の上田勇政調会長代理は、政府がこれまで適切な情報開示をしてきたことを指摘した。「ＴＰＰの意義を明らかにし、懸念や不安を払拭できる審議をしていきたい」と述べ、１１日からの審議再開を求めた。
　一方、民進党の山尾志桜里政調会長は黒塗りの資料を手に「一部ではなく、本当に全くの黒塗りだ。適切な情報公開をしてほしい」と要求。その上で「ちゃんと議論ができる土俵を作ってもらいたい。政権与党の責任だ」と訴えた。
　１１日以降の審議に応じるかどうかについては「すべてが真っ黒のままで、誠実に野党として議論をスタートさせることは極めて難しい」との見通しを示した。
　共産党の小池晃政策委員長は、甘利氏の責任について「国会で（金銭授受の）疑惑を説明する必要があるし、ＴＰＰの交渉過程もお答えいただく責任がある」と指摘。「（ＴＰＰ交渉の）結果を見てくれというが、過程は重要だ。徹底的に議論したい」と語った。
　おおさか維新の会の浅田均政調会長は「（条約を）批准するかという一番重要な議論を横に置いて、経過を明らかにせよというのは本末転倒だ」と、民進党や共産党の態度を批判した。
　社民党の吉川元（はじめ）政審会長は「秘密です、明らかにできませんという議論では、とても承認できない」と述べた。
TPP記録「適切に公開を」＝民進・山尾氏
時事通信 4月10日(日)13時14分配信 
　民進党の山尾志桜里政調会長は10日のNHK番組で、環太平洋連携協定（TPP）の国会審議に関し、「なぜお粗末な結果に至ったのか、交渉の経過を議論したい。適切な情報公開で議論の土台をつくるのは政権与党の責任だ」と述べ、交渉記録の開示を重ねて求めた。
　共産党の小池晃政策委員長も「こんな秘密主義の国会運営は今まであり得なかった」と述べ、資料を黒塗りで提示した政府の対応を批判。交渉に関わった甘利明前経済再生担当相の国会招致も要求した。
